
 
 
 

 

西日本の日本海側と北陸に襲来した大寒波はあきる野市にも大雪を降らせました。まだまだ寒さ

厳しい日々が続いていますが、子供たちは春の太陽のように明るい笑顔で過ごしています。 
今月は、やま１組 神谷帆乃香先生と、やま２組 室田結女先生にインタビューご協力いただき

ました。 
 

 
 
 

神谷先生 
本当にやりがいのある素晴らしい仕事だなと感じます。そして自分自身子どもが大好きだなと

日々感じています。お子様の発言や笑顔にたくさん癒されています。みんなで頑張ってやり遂げ

一緒に喜んだり、日々成長していく姿を見たりすることができるので本当に嬉しいです。 
 

室田先生 
お子様たちの頑張りや成長を間近で感じられる素敵な職業だな、と改めて感じます。お子様たち

から学ぶこともたくさんありますし、元気をもらうこともあります。笑顔がキラキラ輝くお子様

たちの姿が大好きです。 
 
 
 
 
 
 

神谷先生 
休みの日は、どこかへ出かけることが多いです。お友だちや先生たちと遠出をしたり、買い物を

したりします。出かけ先で写真を撮るのが好きです！あとは、好きなアーティストのライブにも

行きます  
 

室田先生 
休日は予定がない日だと、目覚ましをセットせず思う存分寝ます。友だちとご飯に行ったり、シ

ョッピングをしたり、カラオケに行ったり….様々です。先生同士で出掛けることもたまにありま

す。 
 

お忙しい中インタビューご協力いただきありがとうございました。 
担当：やま組 山﨑 井上 ベネット 山本 

幼稚園の先生になって感じたことはありますか？ 
 

休日の過ごし方を教えてください 
（先生達でお出掛けすることはありますか？） 

日々の保育から 
主任教諭 影山 幸江 

先日の子ども会では保護者の方々をはじめ、たくさんの方にお出でいただきありがとうございました。 

くさばな幼稚園では、この 1 年間の保育の中で行って来た活動や、経験をお伝えする場として毎年この

時期、桃の節句、おひな祭りのに近い土曜日に子ども会を開催しております。これまでの積み重ねを発表

会という形にし、この日に向けてどのクラスも少しずつ練習を重ねて来ました。どのお子さまも、お家の

方が見に来てくれる事を楽しみにしなが頑張っていました。当日は、練習以上の力を発揮できたお子さま

たちです。当日の様子はご覧になったとおりですので、当日までの様子をお伝えし、子ども会を通しての

お子さまたちの変化や成長をお届けします。 

 

〈かわぐみ〉 

子ども会ってなに？ｊはじめはそんな様子でした。どちらのクラスもこれまでの活動から題材を選択し

たことで日々の練習も喜んで取り組めていました。特に劇遊びは、お子さまたちが大好きな動物の表現を

取り入れた題材だったこともあり、担任が「練習するよー」と声を掛けると、「やったー‼」の声が聞こ

えて来ました。練習のはじめのころは自分の出番が待てずに、隣りのお友だちとお喋りをしていたり、ち

ょっかいを出し合っていたりしていましたが、少しずつ落ち着いて待てるようになりました。また、そう

した経験をするうちに、他のクラスの出し物にも関心が持てるようになり、他のクラスを静かに見学する

ということにも繋がっていきました。 

〈もりぐみ〉 

もりぐみはリズム劇をしました。当園で代々受け継がれているカリキュラムの一つです。物語を音楽に

合わせた動作で表現するというのは難しいところもありましたが、お話の内容をよく理解することで、担

任とお子さまたちで動きを考えながら作り上げることが出来ていました。はじめは自分の出番のタイミン

グが分からなかったり、リズムと動きが合わなかったりしていましたが、曲を良く聞くことを意識して取

り組むうちに、体が動くようになっていました。発表は 5 番までの長編でしたが、朝、帰りや活動の合間

などに担任がピアノを弾き始めると自然とピアノの前に並んで歌い始めていたお子さまたちでした。 

歌、合奏は、毎日少しずつ練習を積み重ねてきました。動きやリズムだけでなく立ち位置や、全体の流

れなど覚えることがたくさんありましたが、頑張っていました。 

〈やまぐみ〉 

これまでの園生活の集大成ということで、お子さまたちの「子ども会」に対する意欲が強く伝わってき

ていました。どちらのクラスからも「劇の練習したい」という言葉が聞こえ、お面が完成すると、遊びの

時間もそれを被り、役を楽しむほどでした。毎日の練習も楽しんで進められていて、いつの間にか全部の

台詞を覚えてしまっていたお子さまたちでした。発表はそれぞれのクラスで内容は違いましたが、お子さ

まと担任でどんなことを伝えたいのかを考え、発表の言葉にしました。自分で考えた言葉とはいえ、覚え

て大きな声で発表することはやはり難しいようでしたが、言葉を覚えてくると、声もどんどん大きくな

り、自信が持てるようになっていました。歌、合奏は、これまでやってきたものを全て出すべく、毎日練

習を積み重ねてきました。楽器は、お子さまに希望を聞いた上で、担任が熟考し決定いたしました。希望

どおりに行かなかったお子さまもたくさんいたと思いますが、それでも与えられた役目を最後まで真剣に

やり通すことで大きな成長に繋がったことと思います。 

 

以上のように、各学年ともに子ども会を通して様々な変化や成長が見られました。また、今年度も無事

に子ども会を終えることができたのは、保護者のみなさまがお子さまを見守り、支えて下さったお陰だと

思っております。これまでのご協力に感謝いたします。ありがとうございました。 

早いもので今年度も残りあとわずかですが、どうぞよろしくお願いいたします。  
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司
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忘
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も
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し
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げ
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す
。

と
こ
ろ
で

「
子
ど
も
会
」
と
い
う
名
称
は
、
当
日
も
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
も
と
も
と
年
齢
差
も
あ

、

れ
ば
学
級
の
編
成
で
別
々
と
な
り
う
る
幼
児
が
、
そ
の
活
動
の
一
環
で
あ
り
成
果
で
も
あ
る
い
ろ
い
ろ
な

活
動
、
歌
や
絵
や
遊
戯
や
劇
な
ど
を
互
い
に
見
て
感
じ
て
楽
し
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
の
刺
激
と
な
る
よ

う
な
機
会
と
し
て
捉
え
る
と
こ
ろ
に
狙
い
が
あ
り
ま
す
。
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し
ろ
「
子
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も
会
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そ
れ
は
さ
て
お
き
。
本
当
に
、
お
子
さ
ま
方
は
当
日
一
生
懸
命
自
分
の
役
割
を
果
た
し
、
そ
れ
を
通
じ

て
自
身
の
成
長
ぶ
り
を
ご
披
露
し
た
と
思
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
拍
手
を
送
り
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
も

そ
の
成
長
の
場
に
ご
一
緒
で
き
る
こ
と
の
喜
び
を
あ
り
が
た
く
感
じ
て
い
ま
す
。

《
節
分
》

質
問
：
本
当
の
鬼
は
ど
こ
に
い
る
？

答
：
自
分
の
お
腹
の
中
！

そ
ん
な
問
答
か
ら
幼
稚
園
の
豆
ま
き
は
始
ま
り
ま
す
。

質
問
：
鬼
は
何
で
や
っ
つ
け
る
？

答
：
豆
！

質
問
：
何
の
豆
？

答
：
大
豆
！

質
問
：
大
豆
っ
て
？

答
：
お
豆
腐
作
る
大
豆
！

以
下
問
答
を
要
約
し
ま
す
。

、

。

。

、

で
も

お
店
で
買
っ
て
く
る
豆
は
た
だ
の
豆

こ
れ
か
ら
の
の
様
に
お
祈
り
し
ま
す

お
祈
り
す
る
と

あ
ー
ら
不
思
議
。
豆
に
パ
ワ
ー
が
く
っ
つ
く
ん
で
す
、
パ
ワ
ー
が
無
く
ち
ゃ
や
っ
つ
け
ら
れ
な
い
の
。

こ
う
し
て
豆
ま
き
が
始
ま
り
ま
す
。

お
腹
の
な
か
で
悪
さ
を
し
て
い
る
鬼
を
絵
に
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
本
当
に
怖
い
の
は
自
分
と
い
う
お

話
で
し
た
（
大
人
の
お
腹
に
巣
く
う
の
は
何
鬼
？

。
）

写
真
説
明

右
上

ゲ
ー
ム
し
過
ぎ
鬼

右
下

お
も
ち
ゃ
大
好
き
鬼

左
上

寝
坊
鬼

左
下

泣

（

「

」

「

」

「

」

「

き
虫
鬼

）
」

《
梅
の
香
り
》

か
つ
て
は
、
大
行
寺
の
境
内
は
、
梅
園
と
い
う
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
梅
の
木
が
多
く
、
江
戸
時

代
か
ら
の
古
木
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
だ
寒
気
が
強
い
頃
か
ら
、
小
さ
な
つ
ぼ
み
を
付
け
、
ほ
ど
な
く
仄
か

に
芳
香
を
漂
わ
せ
、
あ
あ
春
が
近
い
な
、
と
思
わ
せ
て
く
れ
た
も
の
で
し
た
。
そ
れ
が
、
あ
の
ウ
イ
ル
ス

の
た
め
に
、
全
木
伐
採
の
命
令
を
受
け
、
泣
く
泣
く
す
べ
て
の
梅
の
木
の
み
な
ら
ず
、
杏
の
木
も
伐
ら
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
も
、
よ
そ
の
お
宅
の
梅
の
木
が
、
白
い
つ
ぼ
み
を
枝
に
付
け
て
い
る
の
を

見
る
に
つ
け
、
昔
を
思
い
出
し
て
と
て
も
寂
し
い
気
分
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
で
も
あ
と
少
し
た
て
ば
、
ま

、

。

（

）

た
梅
を
植
樹
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

そ
れ
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
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二
月
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十
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）


